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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

＜重視すべき視点等＞

佐久間委員

池野本委員

疋田委員

志布委員

粟崎委員

川越委員（多田代読）

＜漢字一文字＞

粟崎委員

池野本委員

疋田委員

超高齢化社会にどう対応するのか。人口推計を見ると平成４２年に生産

年齢人口1.19人で高齢者１人を支えていかなければならない。今の子供達

に負担をかけないという視点で考えることが必要と思う。

防災意識を持つ。災害団のような組織を持つと町の負担も減る。

救急で、国保病院に運ぶのではなく、北見や網走に直接運ぶことはでき

ないか。

ＮＺとの国外交流について、人の交流のみでなく、スポーツ選手に来て

もらい日本のスポーツを楽しんでもらうことや、合宿交流ということも考

えてはどうか。

自治会活動について、他の自治会の模範となるものもあると思う。その

ようなことがあれば町全体で褒めてあげると周りの刺激にもなる。

若い世代にどうしたら行政に興味を持ってもらい、選挙にも行ってもら

うことができるのか考えなければならない。

安全で安心に暮らすため情報を公開してもらい、町民全体で円滑化を図

れるとよい。

海外交流では、町民にも行ってもらい交流を広げ、美幌町をもっと広め

てもらい、日本一になれるような要素を作れると良い。

自治会活動の紹介をする。各地域によって避難訓練等を実施している

が、地域によって差がないようにしなければ。

子供達に安心してバトンタッチできるように、くらしの安全を守ること

が重要。

交通安全憲章になってしまうが、きまりを守る人、ゆずりあえる人、子

供やお年寄りを大事にする人をつくりたい。

愛と汗、いたわりの心のある人をつくる。育つ人づくりには愛情と努力

をしなければならない。

集まり調和し発信するまち

出揃ったものを見ると一つに繋がるようだ。

皆さんの一文字が最終的には全て「創」るという言葉に繋がっていくの

では。人を創る、和を創るなど、全てが繋がる。

「創」るという漢字を中心にすると良い。

【総務部会】


